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Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
大
勢
が

列
席
し
、
全
校
児
童
と

共
に
祝
福
し
た
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の

演
奏
や
合
唱
団
の
合
唱
、

全
校
児
童
に
よ
る
合
唱
、

ス
ラ
イ
ド
で
開
校
当
時

か
ら
の
学
校
の
様
子
や
、

現
在
の
各
ク
ラ
ス
の
児

童
の
頑
張
る
姿
や
活
躍

を
動
画
で
披
露
す
る
な

ど
、
子
ど
も
達
を
主
役

に
し
た
体
育
館
で
の
、
記

念
行
事
で
あ
っ
た
。

40
年
の
足
跡
を
後
世

に
残
し
今
後
一
層
の
発

展
を
祈
念
し
、
厳
粛
な

中
に
も
、
盛
大
か
つ
有

意
義
に
挙
行
さ
れ
た
。

以
前
二
宮
金
次
郎
像

を
贈
呈
し
た
山
﨑
基
宏

さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も

披
露
さ
れ
た
。

場
所
を
新
郷
公
民
館

に
移
し
、
記
念
祝
賀
会

が
行
わ
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
榛

松
太
鼓
の
初
午
太
鼓
。

司
会
は
実
行
委
員
の

鈴
木
博
子
さ
ん
。

記
念
誌
は
令
和
２
年

３
月
発
行
の
予
定
。

写
真
上
段
左
か
ら
、
井

上
校
長
、
前
原
議
長
、
奥

ノ
木
市
長
、
関
口
実
行

委
員
長
。
下
段
左
は
、
児

童
代
表
の
千
葉
美
尋
さ

ん
。

創
立
40
周
年
を
迎
え

た
川
口
市
立
東
本
郷
小

学
校（

校
長＝

井
上
千

春

さ

ん

・
実

行

委

員

長＝

関
口
直
樹
さ
ん）

の

記
念
式
典
並
び
に
祝
賀

会
が
、
10
月
19
日
挙
行

さ
れ
た
。

式
典
に
は
、
奥
ノ
木

信
夫
市
長
、
前
原
博
孝

議
長
、
茂
呂
修
平
教
育

長
、
開
校
当
時
同
校
の

先
生
で
あ
っ

た
、
現
教

育
委
員
会
の
菅
原
京
子

さ
ん
等
、
地
元
市
議
や

前
県
議
、
10
代
校
長
の

澤
田
哲
夫
さ
ん
、
11
代

高
橋
光
代
さ
ん
、
12
代

吉
田
忠
治
さ
ん
、
町
会

長
や
他
校
の
学
校
長
と

第

72
代
議
長
・

72
歳

議
員
仲
間
が
祝
福写真左から押田恒雄さん、奥ノ木市長、前原博孝議長、新藤衆議院議員、芝崎正太市議、

大関修克市議、後列左から大熊恒久連合町会長、宇田川好秀市議、前板橋智之県議。

10
月
21
日
、
川
口
市

議
会
議
長
に
就
任
さ
れ

た
前
原
博
孝
さ
ん（

72）
（

写
真
左）

の
議
長
就
任

祝
賀
会
が
フ
レ
ン
デ
ィ

ア
で
開
催
さ
れ
た
。

発
起
人
は
代
表
の
奥

ノ
木
信
夫
市
長
、
宇
田

川
好
秀
自
民
党
市
議
団

団
長
、
芝
崎
正
太
副
議

長
、
地
元
の
押
田
恒
雄

自
民
党
新
郷
連
合
支
会

長
、
大
熊
恒
久
連
合
町

会
長
、
山
田
勇
作
後
援

会
会
長
、
林
嘉
一
東
本

郷
台
後
援
会
会
長
、
渡

辺
秀
夫
後
援
会
事
務
局

長
。来

賓
に
は
、
新
藤
義

孝
衆
議
院
議
員
、
児
玉

洋
介
商
工
会
議
所
会
頭
、

茂
呂
修
平
教
育
長
や
県

議
市
議
は
じ
め
大
勢
の

所
縁
の
方
々
が
祝
宴
に

駆
け
付
け
た
。

前
原
さ
ん
は「

人
口

60
万
人
の
川
口
市
議
会

議
長
と
し
て
、
市
民
目

線
で
の
議
会
運
営
を
心

掛
け
て
参
り
ま
す」

と

挨
拶
。

右
写
真
２
枚
は
市
議

会
議
員
、
名
前
掲
載
で

き
な
く
て
御
免
な
さ
い
。

写真前列左から、前原議長、井上校長、関口さん、
前板橋智之県議、高橋元校長、後列左から幡野茂市議、
大熊恒久連合町会長、飯塚孝行市議。
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武
南
交
通
安
全
協
会

令
和
元
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ

た」

川
口
市
防
犯
協
会

員
の
森
善
朗
さ
ん
、
麻

生
太
郎
さ
ん
、
菅
義
偉

さ
ん
、
高
村
正
彦
さ
ん
、

二
階
俊
博
さ
ん
、
岸
田

文
雄
さ
ん
、
加
藤
勝
信

さ
ん
、
甘
利
明
さ
ん
、
額

賀
福
志
郎
さ
ん
、
竹
下

亘
さ
ん
、
茂
木
敏
充
さ

ん
、
県
議
の
小
谷
野
五

雄
さ
ん
、
地
元
川
口
の

奥
ノ
木
信
夫
市
長
、
立

石
泰
広
県
議
、
宇
田
川

好
秀
市
議
、
石
川
義
明

新
郷
工
業
団
地
理
事
長
。

自
民
・
公
明
の
県
議

や
市
議
、
新
郷
か
ら
も

大
勢
の
関
係
者
や
支
持

者
が
出
席
し
盛
会
を
祝

っ
た
。

新
藤
さ
ん
は「

こ
の

国
の
持
つ
可
能
性
を
最

大
限
に
引
き
出
し
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
や
さ
し
い
社
会
を
創

る
た
め
に
、
自
ら
に
与

え
ら
れ
た
役
割
を
し
っ

か
り
と
果
た
し
、
全
力

で
精
進
す
る
覚
悟
で
す
。

ど
う
ぞ
、
引
き
続
き
ご

指
導
ご
鞭
撻
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
感
謝
の
言
葉
。

本
紙
が
広
告
掲
載
頂

い
て
い
る
新
郷
出
身
の

矢
代
秀
明
さ
ん（

写
真

左）

は
、
千
葉
県
で「

ベ

イ
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス

ジ
ャ

パ
ン」

害
虫
駆
除

（

ゴ
キ
ブ
リ
駆
除
、
ダ
ニ

駆
除
、
ネ
ズ
ミ
駆
除
、
ハ

チ
駆
除
、
蚊
駆
除
、
ト
コ

新
藤
議
員
を
励
ま
す
会

ジ
ラ
ミ
駆
除
等）

の
経

営
者
で
あ
り
、
社
団
法

人
千
葉
県
ペ
ス
ト
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
協
会
の
会
長

で
す
。

10
月
29
日
同
協
会
の

「

創
立
50
周
年
記
念
大

会」

が
千
葉
の
ホ
テ
ル

で
、
衆
参
院
議
員
や
知

神明宮３年ぶりの大祭
衆
議
院
議
員
元
総
務

大
臣
新
藤
義
孝
さ
ん
の

「

東
京
フ
ォ

ー
ラ
ム
２
０

１
９」

が
10
月
15
日
、
赤

坂
の
ホ
テ
ル
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。

発
起
人
は
、
安
倍
晋

三
総
理
は
じ
め
国
会
議

新藤さん夫妻

10
月
24
日
、「

小
さ
な
親
切」

運
動
川
口
支
部

（
代
表＝

原
島
潔
さ
ん）

は
、
赤
井
の
サ
ン
テ
ピ

ア（
常
務
理
事＝

池
田
誠
さ
ん
・
事
務
局
長＝

大

道
寺
覚
さ
ん）

に
恒
例
の
車
い
す
を
寄
贈
し
た
。

写
真
前
列
左
か
ら
、
大
道
寺
さ
ん
、
新
藤
義
孝

衆
議
院
秘
書
の
菊
地
博
さ
ん
。
後
列
左
か
ら
、
池

田
さ
ん
、
小
林
道
子
さ
ん
、
原
島
さ
ん
、
照
山
悦

子
さ
ん
、
戸
塚
英
樹
さ
ん
。

千
葉
県
ペ
ス
ト
協
会
50
周
年

事
、
県
議
、
日
本
ペ
ス
ト

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
会
長
、
他

県
会
長
等
１
３
０
人
以

上
が
全
国
か
ら
参
加
し

て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

功
労
者
表
彰
や
、
記

念
講
演
、
そ
し
て
祝
賀

会
が
華
や
か
に
行
わ
れ

た
。

矢
代
会
長
は「

今
後

と
も
千
葉
県
ペ
ス
ト
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
を
盛

り
上
げ
近
隣
県
、
そ
し

て
日
本
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。」

と
感
謝

の
意
を
表
し
た
。

友人もお祝いに駆け付けてくれました。
左から、鈴川洋さん、矢代さん、都筑大介さん。

10
月
13
日
ð
新
堀
神
明
宮（

総
代
長＝

熊
野
重
信

さ
ん）

は
ð
３
年
ご
と
の
大
祭
を
行
っ
た
ñ

各
班
ご
と
に
置
か
れ
た
神
酒
所
で
休
憩
を
取
り
ð

１
日
か
け
て
町
会
内
を
隈
な
く
巡
行
し
五
穀
豊
穣
と

無
病
息
災
等
を
願
っ
た
ñ

写
真
後
列
右
２
人
目
か
ら
熊
野
総
代
長
ð
大
熊
恒

久
町
会
長
ð
田
中
実
さ
ん
と
担
ぎ
手
の
皆
さ
ん
ñ

10
月
27
日
ð
本
蓮
町
会（

町
会
長＝
中
山

久
仁
夫
さ
ん）

は
ð
東
本
郷
小
学
校
校
庭
で

「

防
災
訓
練
・
支
部
対
抗
防
災
ゲ
ò
ム
大
会」

を
開
催
し
た
ñ

写
真
は
起
震
車
の
前
で
ð
激
励
に
訪
れ

た
ð
前
原
博
孝
議
長
ð
飯
塚
孝
行
市
議
と
５

町
会
長
ñ
冨
澤
良
夫
消
防
分
署
長
と
町
会
役

員
の
皆
さ
ん
ñ

本蓮町会防災訓練

車
イ
ス
を
サ
ン
テ
ピ
ア
へ

11月2日、新郷東小学校（校長＝佐藤明美さん）は、ＰＴＡ（会長＝
伊藤雄一さん）主催による「東っ子祭り」を開催した。
写真前列左から、柴田裕紀、上田亜紀子、後列左から、川田有香、佐

藤校長、前原博孝議長、伊藤会長、菅又由香、内山亜衣（敬称略）

東
っ
子
祭
り

奥ノ木市長も新藤さんを激励



武
南
警
察
署
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危
険
だ
よ
　
ス
マ
ホ
に
夢
中
の
　
そ
こ
の
君

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

先
月
号
は
、
女
性
ス
タ
ッ

フ
募
集
の
内
容
で
し
た
が
、

お
か
げ
様
で
歯
科
ア
シ
ス
タ

ン
ト
に
２
人
の
女
性
の
応
募

が
あ
り
、
採
用
す
る
事
に
し

ま
し
た
。

そ
の
１
人
は
20
代
の
女
性

で
、
介
護
士
の
資
格
を
有

し
、
老
人
施
設
で
働
い
て
い

た
と
い
う
事
で
す
。
も
う
１

人
の
女
性
は
、
２
人
の
子
供

を
育
て
て
い
る
若
い
マ
マ
さ

ん
で
、
す
ご
く
頑
張
っ

て
く

れ
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
他
の
色
々
な

職
業
と
比
べ
て
歯
科
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
仕
事
は
、
学
習
し

覚
え
る
事
が
多
い
上
に
、
患

を
続
け
て
も
ら
う
為
に
、
働

く
マ
ナ
ー
や
歯
科
医
師
を
補

助
す
る
為
の
勉
強
会
を
絶
え

ず
開
い
て
、
仕
事
を
覚
え
る

だ
け
で
な
く
、
レ
ベ
ル
の
高

い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、

ス
タ
ッ

フ
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

普
通
、
歯
科
医
院
で
は
、

歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、

歯
科
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
３
つ

の
職
種
の
人
達
が
働
い
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
研
鑚

を
積
ん
で
治
療
の
レ
ベ
ル
を

上
げ
て
い
く
事
で
、
地
域
の

患
者
さ
ん
に
、
最
高
で
最
良

の
歯
科
医
療
を
提
供
で
き
る

と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

者
さ
ん
を
扱
う
の
で
、
優
し

さ
や
細
や
か
さ
が
要
求
さ

れ
、
簡
単
な
仕
事
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ

て
、
採
用
し
て

も
途
中
で
辞
め
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
が
過
去
に
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
歯
科
医
療
に
向
い

て
い
る
人
に
と
っ

て
は
、
長

く
続
け
て
い
く
と
人
の
役
に

立
つ
、
と
て
も
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
だ
と
わ
か
り
、
働

く
意
欲
が
高
く
な
る
よ
う
で

す
。私

の
所
で
は
、
長
く
仕
事

11
月
２
日
と
３
日
ð「

第
28
回
緑
と
大
地
の
豊

年
ま
つ
り」

が
ð
安
行
の
植
物
取
引
セ
ン
タ
ò

及
び
緑
化
セ
ン
タ
ò
で
開
催
さ
れ
た
ñ

新
郷
か
ら
は
農
家
組
合
と
ð
Ｊ
Ａ
さ
い
た
ま

新
郷
壮
青
年
部
と
婦
人
部
が
出
店
し
た
ñ

写
真
左
か
ら
ð
萩
原
一
寿
県
議
ð
前
原
博
孝

議
長
ð
幡
野
茂
市
議
ð
芦
田
芳
枝
市
議
ñ

緑と大地の豊年まつり

10
月
25
日
か
ら
27
日
ð

上
青
木
の
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ

ィ
で
ð「

川
口
市
市
産
品
フ

ェ
ア
２
０
１
９」

が
開
催

さ
れ
た
ñ

市
内
で
生
産
さ
れ
て
い

る
ð
鋳
物
・
機
械
・
木
型

植
木
・
建
築
・
加
工
・
医

本蓮町会会館前の蓮沼公園のトイレは、和式から洋式に変更してほしいと、要望を受けまして洋式工事をさせて
いただきました。
その後、本蓮町会の中山久仁夫町会長と元鈴木歳男町会長とも相談をさせていただき、男性の小便器を設置す

る方向で、前板橋智之県議と連携をはかり市役所の理解を得て、この程設置に至りました。
また、蓮沼公園のフェンスについても限りある財源の中より、補修工事もさせていただきました。
ありがとうございました。 写真左から及川紀男さん、飯塚孝行市議、中山久仁夫町会長、鵜飼勝さん、
佐久間仁さん。文＝飯塚孝行市議。

蓮
沼
公
園
ト
イ
レ
増
設

日
本
共
産
党
新
郷
地
区
後
援
会

（

会
長＝

川
野
辺
勝
義
さ
ん）

は
ð

元
市
議
会
議
員
の
前
島
延
行
さ
ん
の

里
帰
り
を
祝
し
ð
ス
ナ
ッ
ク
見
沼
で

歓
迎
会
を
開
い
た
ñ

写
真
左
か
ら
３
番
目
か
ら
平
川

道
也
さ
ん
ð
川
野
辺
さ
ん
ð
前
島
さ

ん
ð
村
岡
正
嗣
県
議
ð
東
愛
さ
ん
と

参
加
者
の
皆
さ
ん
ñ

前
島
さ
ん
歓
迎
会

市
産
品
フ
ェ
ア

療
福
祉
を
は
じ
め
ð
伝
統
と
技
術
に

培
わ
れ
た「

川
口
ブ
ラ
ン
ド」

と
い

わ
れ
る
独
自
の
名
産
品
を
一
堂
に
会

し「

知
ろ
う
・
使
お
う
・
広
げ
よ

う」

を
テ
ò
マ
に
ð
川
口
市
市
産
品

の
魅
力
を
発
信
し
ð
販
路
拡
大
や
地

産
地
消
で
市
内
経
済
の
活
性
化
を
目

指
し
た
ñ

写
真
上
段
は
ð
後
列
左
か
ら
児
玉

洋
介
商
工
会
議
所
会
頭
ð
奥
ノ
木
信

夫
市
長
ð
立
石
泰
弘
県
議
ð
船
津
由

徳
市
議
ñ
前
列
左
か
ら
古
川
九
一
市

議
ð
一
人
置
い
て
青
山
聖
子
市
議
ð

益
田
み
な
み
市
議
と
来
場
者
の
皆
さ

ん
ñ写

真
上
は
ð
会
場
表
面
入
り
口
で

左
か
ら
ð
関
裕
通
市
議
ð
児
玉
洋
介

会
頭
ð
飯
塚
孝
行
市
議
ñ

新
郷
南
小
学
校（

校
長＝

久
保
田
真
一
さ

ん）

の
５
年
生
が
ð
稲
刈
り
を
行
っ
た
ñ

小
田
政
好
学
年
主
任
の
先
生
指
導
の
元
ð

子
ど
も
達
は
ð
５
月
に
自
分
が
植
え
た
稲
を

刈
り
取
っ
た
ñ

「
土
を
入
れ
替
え
た
の
で
昨
年
の
倍
以
上

の
収
穫
で
出
来
も
い
い
ð
今
年
は
脱
穀
機
を

借
り
ら
れ
る
の
で
助
か
り
ま
す」

と
小
田
先

生
ñ

「

こ
ん
な
に
で
っ
か
く
な
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
ñ
田
植
え
も
稲
刈
り
も
大
変
だ
か

ら
ð
ご
飯
を
残
し
て
は
い
け
な
い
と
言
う
こ

と
が
分
か
っ

た
ñ」「

鎌
を
使
う
の
が
難
し

い
ð
大
変
だ
け
ど
楽
し
い
ñ
早
く
食
べ
て
み

た
い」

と
児
童
達
ñ

新郷南小で稲刈り



令和元年１０月末交通事故状況
県　 内　 　 　 　 　 　 　 　 武南警察署

人身事故  17,206 件（-2,260）     ５８５件（-９４）

死者数  　  102 名（-47）       　    ５名（±０）

負傷者  20,805 名（-2,732） ６９４名（-９７）

物損事故  117,766 件（-1,529）    ３,５４８件（-６８）

令和元年 10 月 31 日 交通事故日報（カッコは前年対比）

２０１９年（令和元年）１１月２０日（水曜日）　（４）第２９３号 新　 郷　 新　 聞

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が

各
地
で
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

夏
休
み
明
け
か
ら
全
国
の
小
、

中
学
校
で
は
、
学
級
閉
鎖
が
相

次
ぎ
、
10
月
20
日
ま
で
に
東
京

都
で
、
幼
稚
園
・
高
校
な

ど
も
含
め
累
計
96
校
が
閉

鎖
さ
れ
て
い
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
を
は
じ
め
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
の
応

援
を
兼
ね
て
観
光
に
来
た
人

に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
持
ち

込
ま
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

は
、
ウ
イ
ル
ス
を
含
ん
だ
く
し

ゃ
み
や
咳
が
原
因
で
す
。
ウ
イ

ル
ス
が
付
着
し
た
ド
ア
ノ
ブ
や

ス
イ
ッ

チ
等
に
触
れ
た
手
で
鼻

や
口
に
触
っ

て
も
感
染
し
て
し

ま
い
ま
す
。

飛
沫
感
染
を
防
ぐ
に
は
、
①

咳
や
く
し
ゃ
み
を
他
の
人
に
向

け
て
発
し
な
い
。
②
咳
が
出
る

と
き
は
出
来
る
だ
け
マ
ス
ク
を

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（266）

す
る
。
③
こ
ま
め
に
流
水
・
石

け
ん
で
十
分
な
手
洗
い
を
す

る
。
④
ア
ル
コ
ー
ル
製
剤
に
よ

る
手
指
衛
生
効
果
が
あ
る
。
⑤

加
湿
器
な
ど
を
活
用
し
て
60
％

程
度
の
湿
度
を
保
つ
。
⑥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
が
あ
る
と

き
は
外
出
を
控
え
、
安
静
に

し
て
十
分
な
水
分
を
取
り
休

養
し
ま
し
ょ
う
。

免
疫
力
の
低
下
し
て
い
る
方

に
は
、
予
防
接
種
を
事
前
に
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

保
険
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
　
久
仁
夫
　
　
　
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
講
習
会

峯
八
幡
神
社

総
代
長
に
鈴
木
さ
ん

平
安
時
代
よ
り

続
く
峯
ヶ

岡
八
幡

神
社（

宮
本
洋
平
神

職）

の
総
代
長
は
、

関
長
左
衛
門
さ
ん

勇
退
の
為
、
副
総
代

長
を
４
年
務
め
た

鈴
木
歩
さ
ん（

82）

が
就
任
さ
れ
た
。

「

近
年
核
家
族
化

が
進
み
地
域
社
会

が
衰
退
す
る
中
で
、

神
棚
を
祀
る
家
庭

が
急
激
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
今
後
各

神
社
総
代
の
皆
様

と
の
連
帯
を
よ
り

テ
バ
ル
で
参
加
者
29
名

が
、
川
口
歯
科
医
師
会

か
ら
８
０
２
０
認
定
証

を
授
証
さ
れ
た
。

そ
し
て
９
月
29
日
、

８
０
２
０
良
い
歯
の
コ

ン
ク
ー
ル
で
優
良
賞
を

15
名
が
表
彰
さ
れ
た
。
　
　

さ
ら
に
、
10
月
20
日

埼
玉
県
歯
科
医
師
会
主

催
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
に

於
い
て
き
わ
め
て
優
秀

で
あ
る
と
川
口
か
ら
２

名
が
、
大
野
元
裕
知
事

か
ら「

埼
玉
県
知
事
賞」

を
受
賞
さ
れ
た
。
　
　

あとがき
市民民謡まつり・新郷南小星空教室、
公民館文化祭は12月号で掲載します。
新郷新聞社メールアドレス
yz378533@gd6.so-net.ne.jp
fax＝048-611-7150
次号は12月18日（水）発行です。

峯
の
野
口
松
雄
さ
ん

は
、「

81
歳
に
於
い
て
28

本
の
歯
を
有
す
る
こ
と

を
認
定
し
賞
し
ま
す」

と
６
月
２
日
、
リ
リ
ア

で
の
歯
の
健
康
フ
ェ

ス

峯
在
住
。

家
族
は
恵
美
子

夫
人
と
２
人

２
人
の
御
子
息

は
独
立
、
孫
３
人
。

「

平
安
時
代
の
僧

佀
西
行
が
神
宮
に

詣
で
、
～
何
ご
と
の

負
わ
し
ま
す
と
は

知
ら
ね
ど
も
、
か
た

じ
け
な
さ
の
涙
こ

ぼ
る
る
～
と
歌
い
、

伊
勢
神
宮
に
対
す

る
思
い
が
時
代
を

超
え
て
、
私
達
の
心

に
響
く
の
は
、
多
分

そ
こ
に
日
本
の
心

が
歌
わ
れ
て
い
る

か
ら
で
し
ょ

う
。」

と
鈴
木
さ
ん
。

深
め
、
こ
の
問
題
に

真
摯
に
、
ひ
た
む
き

に
努
力
し
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
要
は

神
棚
を
祀
る
家
庭

を
増
や
し
た
い
で

す
ね
。」

と
抱
負
を

語
ら
れ
る
。

座
右
の
銘
は
、
ア

ラ
ン
の
幸
福
論
よ

り「

人
に
会
っ

た

時
、
ま
ず
自
分
が
ほ

ほ
笑
む
こ
と」

と
。

酒
は
少
々
。
テ

レ
ビ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ニ
ュ

ー
ス
や
ス
ポ

ー
ツ
観
戦
等
。

趣
味
は
ダ
ン
ス
。

今
月
の
新
郷
句
楽
部

自
然
薯
を
掘
る
は
難
か
し
と
ろ
ろ
汁
　
　
　
新
堀
　
坂
本
越
子
　

燃
え
尽
き
て
葉
っ
ぱ
を
待
た
ず
曼
殊
沙
華
　
赤
井
　
大
井
幸
子

救
急
車
行
き
て
眠
れ
ぬ
長
き
夜
　
　
　
本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃

木
犀
の
匂
い
微
か
に
漂
い
ぬ
　
　
　
　
　
前
野
宿
　
森
田
米
子

運
動
会
一
喜
一
憂
天
気
予
報
　
　
　
　
　
峯
　
　
山
田
案
山
子

し
ん
が
り
の
少
し
後
れ
て
鳥
渡
る
　
　
　
東
本
郷
　
豊
後
照
子

野
口
さ
ん

81
歳
で
28
本

ピ
エ
ー
ル
ピ
コ
の
オ

ー
ナ
ー
シ
ェ

フ
山
田
充

之
さ
ん（

63）

が
開
店
の

16
年
前
よ
り
毎
年
、
県

立
川
口
特
別
支
援
学
校

（

校
長＝

高
橋
直
人
さ

ん）

の
、
卒
業
し
て
社
会

へ
巣
立
っ

て
行
く
高
等

部
３
年
生
を
招
待
し
、
テ

ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
習
会

を
行
っ
て
い
る
。

今
年
も
11
月
７
日
、
52

名
の
生
徒
職
員
を
２
組

に
分
け
、
コ
ー
ス
料
理

を
提
供
し
た
。

テ
ー
ブ
ル
に
は
、
魚
介

類
の
サ
ラ
ダ
、
赤
ワ
イ

「

歯
茎
等
の
質
が
良

く
、
エ
ナ
メ
ル
質
が
多

い
の
で
し
ょ

う
。
庭
を

歩
い
た
り
し
て
１
回
30

分
か
け
て
歯
磨
き
し
て

い
ま
す
。」

と
野
口
さ
ん
。

現
職
で
南
幼
稚
園
の

園
長
、
退
職
校
長
会
の

ゴ
ル
フ
年
20
回
ぐ
ら
い

と
元
気
は
つ
ら
つ
。

奥
さ
ん
は「

ま
め
な

人
で
、
早
寝
早
起
き
で

犬
の
散
歩
か
ら
畑
作
業

と
、
１
日
を
無
駄
な
く

楽
し
ん
で
い
ま
す」

と
。

ン
煮
込
み
ビ
ー
フ
シ
チ

ュ

ー
、
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
、

デ
ザ
ー
ト
の
盛
り
合
わ

せ
が
順
に
運
ば
れ
、
み

ん
な
嬉
し
そ
う
に
舌
鼓

を
打
っ
た
。

写真左から、五十嵐栄一教諭、山田シェフ、高橋校長

オ
ò
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

◇
日＝

12
月
14
日（

土）

◇
時＝

14
時
開
演

◇
所＝

新
郷
公
民
館

◇
内
容＝

ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト

五
重
奏
曲
・
洋
画
音
楽
等

◇
入
場
無
料

問＝

０
８
０（

１
０
４
２）

９
１
２
３

桑
原

大
人
の
乙
女
の
コ
ò
ラ
ス
隊

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ò
ト

◇
日＝
12
月
15
日（

日）

◇
時＝

14
時
開
演

◇
所＝

ス
タ
ジ
オ
カ
ル
ò
ソ

◇
内
容＝

ハ
レ
ル
ヤ
等

◇
入
場
料
一
般
２
０
０
０
円
　

問＝

０
５
０（

８
８
８
５）

８
８
７
３

金
刺


